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町
政
を
問
う
！

桜井 崇裕　議員　　　　10ページ

１　 本町農業の現状と将来像について

中河つる子　議員　　　９ページ

１ 　ごみの減量と生ごみの資源化に
ついて

口田 邦男　議員　　　　11ページ

１　各種交流の現状と今後について
２　 農業用水の今後

鈴木 孝寿　議員　　　　14ページ

１ 　新型コロナウイルス感染症にお
ける本町の対策について
２　 ふるさと納税の停滞について
３　結婚・少子化対策について

山下 清美　議員　　　    12ページ

１　防災対策について
２　障がい者支援について

佐藤 幸一　議員　　　　13ページ

１ 　しみず温泉フロイデ案内看板の
撤去について
２　 協働のまちづくりについて
３　公衆浴場の管理について

一
般
質
問

３月定例会では
８人の議員が
15項目にわたり
一般質問を
行いました
質問と答弁は
要約して

掲載しています

　議員が町政全般に関して、執行機関
（町長や行政委員会）にその執行の状
況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることを
いいます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答
弁も含めて90分以内としています。

一般質問とは

川上　均　議員　　　　15ページ

１ 　小中学校教職員の働き方改革の
取り組みについて

高橋 政悦　議員　　　　16ページ

１ 　本町における消防組織の現状に
ついて
２　地域おこし協力隊について
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ご
み
の
排
出

量
に
つ
い
て
、

１
月
末
現
在
の
計
画
収
集
に

よ
る
可
燃
ご
み
は
、
平
成
30

年
度
が
約
９
３
９
ト
ン
、
令

和
元
年
度
が
約
８
３
７
ト
ン

で
、
１
０
０
ト
ン
ほ
ど
減
少

し
て
い
る
。
不
燃
ご
み
は
、

平
成
30
年
度
が
約
１
５
２
ト

ン
、
令
和
元
年
度
が
約
１
８

４
ト
ン
で
、
30
ト
ン
ほ
ど
増

加
し
、
合
計
で
は
70
ト
ン
ほ

ど
減
少
し
て
い
る
。

　

不
燃
ご
み
の
収
集
回
数
を

増
や
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望

が
あ
り
、
収
集
日
が
振
替
休

日
等
に
あ
た
ら
な
い
よ
う
に

し
て
、
月
２
回
の
収
集
日
を

確
保
す
る
よ
う
変
更
し
た
。

　

資
源
ご
み
の
う
ち
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
ペ
ッ

住
民
１
人
１

日
当
た
り
の

ご
み
の
排
出
量
は
、
平
成
28

年
度
に
８
７
２
グ
ラ
ム
と
な

っ
て
い
る
が
、
こ
の
年
は
台

風
10
号
に
よ
る
水
害
被
害
に

よ
り
ご
み
の
量
が
増
え
て
い

る
。
平
成
27
年
度
は
８
４
０

グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。　

　

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、
28
年

度
が
25
％
、
27
年
度
が
25
・

7
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
の

目
標
指
標
の
達
成
を
目
指
し
、

今
後
も
ご
み
の
減
量
化
や
資

源
分
別
の
徹
底
な
ど
に
継
続

し
て
取
り
組
む
。

第１回定例会
町政を問う！ 一般質問

昨
年
４
月
か
ら
帯
広

の
く
り
り
ん
セ
ン
タ

ー
に
ご
み
を
搬
入
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
の
排
出
量
に
変

化
は
あ
っ
た
か
。

　

ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま

え
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

か
。

「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

の
中
で
、
住
民
１
人

１
日
当
た
り
の
ご
み
の
排
出

量
に
つ
い
て
、
平
成
21
年
の

８
２
０
グ
ラ
ム
を
、
令
和
２

年
に
は
７
５
０
グ
ラ
ム
に
す

る
指
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
に

つ
い
て
も
、
平
成
21
年
の

24
・
9
％
を
、
令
和
２
年
に

は
28
％
に
す
る
指
標
を
掲
げ

て
い
る
が
、
現
在
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

問

問

町
長

生ごみ減量化の推進を
情報収集や周知を行い、支援
等についても検討する

町長

中河 つる子　議員

ト
ボ
ト
ル
を
合
わ
せ
た
量
は
、

1
月
末
現
在
、
平
成
30
年
度

が
約
98
ト
ン
、
令
和
元
年
度

が
約
１
０
５
ト
ン
で
、
７
ト

ン
ほ
ど
増
加
し
て
い
る
。

　

洗
浄
さ
れ
て
い
な
い
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
が
資

源
ご
み
へ
分
別
さ
れ
ず
に
排

出
さ
れ
る
こ
と
が
、
不
燃
ご

み
を
増
加
さ
せ
る
要
因
の
一

つ
で
あ
る
の
で
、
引
き
続
き

町
民
へ
資
源
ご
み
へ
の
分
別

徹
底
を
お
願
い
し
、
不
燃
ご

み
の
減
量
に
努
め
る
。

町
長

生
ご
み
の
コ
ン
ポ
ス

ト
利
用
、
段
ボ
ー
ル

箱
で
の
堆
肥
化
、
Ｅ
Ｍ
菌
を

使
っ
た
処
理
な
ど
、
町
発
行

の
「
ご
み
分
別
ブ
ッ
ク
」
に

載
っ
て
い
る
生
ご
み
減
量
化

の
実
践
を
推
進
し
て
は
い
か

が
か
。　

問

可
燃
ご
み
の

中
で
大
き
な

割
合
を
占
め
る
生
ご
み
を
減

ら
す
た
め
に
は
、
町
民
の
理

解
と
認
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
。
情
報
収
集
や

周
知
を
行
い
、
必
要
な
支
援

等
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

町
長

コンポストの利用などにより、
生ごみの減量化を


